
【地理的特性・人口動向・生活圏域】 【産業の動向】

■熊本県新広域道路交通計画（概要版）

１）計画の目的
新たな国土構造の形成やグローバル化、国土強靱化などの新たな社会・経済の要請に応えるとともに、総合交通
体系の基盤としての道路の役割強化やICT・自動運転等の技術の進展を見据え、今後の広域道路の基本計画を
策定するもの。

2）計画の期間 概ね２０年～３０年間
3）策定主体 熊本県・熊本市
4）計画の構成 「新広域道路交通ビジョン」と「新広域道路交通計画」の2部構成

３）熊本県の地域特性

全国よりも約10年早く
人口減少局面に突入

熊本連携中枢都市圏と
７つの定住自立圏が形成

製造企業が多く集積しており、農産物は全国へ輸送

【大規模・頻発化する自然災害】【物流・交通拠点の進展】

R2.7豪雨H28熊本地震

【観光の動向】

【コロナ下での交通量の変化】
移動自粛期間中、小型車の交通量は最大２割減少したが、
大型車の交通量は１割程度しか減少していない

大型車・小型車の
交通量の変化
（R2.3～R3.2）

阿蘇くまもと空港の
運営の民間委託 熊本駅の整備 ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの完成

八代港の整備
国際クルーズ拠点

⚓
⚓⚓

✈

＜半導体・自動車産業の立地＞

温泉や２つの国立公園など、県内各地に
豊富な観光地

４）目指すべき将来像

熊本県新広域道路交通計画について

※社会情勢の変化や制度の変更が生じた場合は、必要に応じて見直しを行う

第１部 新広域道路交通ビジョン（基本方針）

第１章 熊本県の地域特性と将来像

１）ビジョンの位置づけ

◯国や県、熊本市の基本計画をベースに、社会経済の現状や見通し
を踏まえて策定

２）本県を取り巻く状況の変化

◯SDGsやSociety5.0等の地方創生の
深化・充実に資する新しい流れ

◯九州の中央に位置し、県下に生活圏域が形成。製造企業の集積や農業が盛ん、豊富な観光地があり今後も成長が期待される。
◯桜町ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙや八代港をはじめ交通拠点が進展。近年大規模な災害に見舞われており、災害に負けない社会基盤が求められる。

第２章 広域的な交通の課題と技術革新を踏まえた新たな取組

第３章 広域的な道路交通の基本方針

アジアに近い九州の
ほぼ中央に位置 ＜野菜や果実をﾄﾗｯｸで輸送＞

■地域における広域的な交通の課題や取組について、平常時・災害時及び物流・人流の観点から整理
■熊本県・熊本市の基本計画をベースに社会・経済の現状や見通しを踏まえ、目指すべき姿（将来像）について整理

■前章で述べた広域的な交通の課題や技術革新を踏まえた新たな取組から、「広域道路ネットワーク」「交通・防災拠点」
「ＩＣＴ交通マネジメント」の３つの観点により、広域的な道路交通の基本方針を定める。

【熊本県の将来像】

1. 世界とつながり活力があふれる熊本
世界との交流環境、九州各県との連携・交流環境の充実

2. 地域の特性が活かされ暮らしやすい熊本
地域産業の発展、観光産業の成長、拠点や地域ｺﾐｭﾆﾃｨが充実

3. 災害に強く県民が安心して暮らせる熊本
災害に負けない社会基盤、防災体制の充実

【熊本市の将来像】

1. 九州中央の広域交流拠点都市
地域連携の中心、九州の発展をけん引、防災体制が充実した都市

2. 暮らしやすく賑わいが創出された都市
交通拠点と中心市街地等の移動が充実、地域経済が活性化、利便性が高く
暮らしやすい多角連携型の都市

3. 多様な交通手段が連携した都市
交通混雑が緩和し移動しやすく、都市交通がベストミックスした都市

《広域道路ネットワーク》

 九州各県を結ぶ循環型高速交通ネットワークの形成

 地域や拠点間を連絡する道路ネットワークの形成

 熊本都市圏における円滑な交通ネットワークの形成

 災害に強い道路ネットワークの形成

《交通・防災拠点》

 主要な交通拠点における道路と各交通機関の連携強化

 主要な防災拠点における機能・連携強化

《ＩＣＴ交通マネジメント》

 自動運転社会を見据えた道路施策の検討

 ICTを活用した道路情報の収集・活用等

九州基幹都市連携圏
コンパクト＋

ネットワーク 新たに必要な
道路ネットワーク

機能イメージ

九州東進作戦

災害発生時の「道の駅」熊本駅（白川口駅前広場）

社会実験時の自動運転車両

熊本港の整備



■熊本県新広域道路交通計画（概要版）

第２部 新広域道路交通計画（基本計画）

第２章 広域道路ネットワーク計画

広域道路ネットワークの基本方針（ビジョンより）

■九州各県を結ぶ循環型高速交通ネットワークの形成

■地域や拠点間を連絡する道路ネットワークの形成

■熊本都市圏における円滑な交通ネットワークの形成

■災害に強い道路ネットワークの形成

・循環型高速交通ネットワークの構築

・九州各県主要都市まで150分で結ぶ高速道路ネットワークの構築

・広域観光周遊ネットワークの構築

・拠点都市と周辺各地域が相互に連携可能な道路ネットワークの構築

・県内主要都市まで90分で結ぶ幹線道路ネットワークの構築

・周遊型観光ネットワークの構築

・物流拠点と港湾・空港・高速IC等の交通拠点間のアクセス機能の強化

・熊本都市圏における循環型ネットワークの構築（高速ICまで約10分)

・定時性・速達性を兼ね備えた道路ネットワークの構築（空港まで約20分)

・多様な交通モードの機能を強化する道路ネットワークの構築

・県内外への支援・受援に資する道路ネットワークの強化と多重・代替性確保

・救急救援活動や物資輸送等に資する道路の円滑な通行の確保

・防災拠点と交通拠点の連携強化に資する道路ネットワークの構築

▼【新規路線】広域道路ネットワーク計画図

▼【既存計画路線】広域道路ネットワーク計画図

第３章 交通・防災拠点計画 第４章 ICT交通マネジメント計画

※赤字は新規路線

新広域道路ネットワーク計画図

▲九州圏広域地方計画より ※本計画図は具体的な路線のルート、位置等を規定するものではありません。

※既存計画路線については、供用中・事業中区間のみ表示

防災トイレ

非常用電源設備 防災倉庫 磁気マーカー電磁誘導線

広域的な防災機能を担う
道の駅の整備等

自動運行補助施設の整備等 ビッグデータの活用等交通選択肢の多様化に
向けた取組等

まちなかループバス

150分構想

90分構想

10分・20分構想

【構想路線】

・広域道路としての役割が期待

されるため、今後、地域の実情に

応じて必要な検討を行う路線

●九州自動車道 ●有明海沿岸道路 ●国道3号 ●人吉西米良宮崎道路 ●島原天草長島連絡道路

●九州中央自動車道

●熊本空港連絡道路

●国道57号 ●熊本港連絡道路 ●八代・天草シーライン

●南九州自動車道

●熊本都市圏北連絡道路

●国道208号 ●八代港連絡道路 ●八代海沿岸道路

●熊本天草幹線道路

●熊本都市圏南連絡道路

●大外環状道路 ●熊本天草道路 ●日田阿蘇道路

●中九州横断道路 ●玉名縦貫連絡道路 ●熊本延岡道路 ●阿蘇山都道路

●熊本環状道路（西環状道路） ●八代人吉道路 ●阿蘇高千穂道路

●熊本環状道路（東環状道路） ●人吉芦北道路 ●有明海沿岸連絡道路

【高規格道路】 【一般広域道路】

・高速自動車国道と一体的に機能する広域的な道路ネットワーク

・サービス速度が概ね60km/h以上

・広域道路のうち、高規格道路以外

・サービス速度が概ね40km/h以上

九州基幹都市連携圏

ICアクセス

約10分

ICアクセス

約10分

空港アクセス

約20分

港アクセス

第１章 新広域道路交通計画について

ﾀﾞﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ構想

基本方針 計画
ビジョンの各基本方針に基づき、

各計画を策定

▲新たに必要な道路ネットワーク機能イメージ
[第3回熊本都市道路ネットワーク検討会(2019年12月)

における概念図]

※


